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香川県と本州間の自動車貨物輸送量 香川県の有効求人倍率

※4年間の累計毎
出典：「貨物・旅客地域流動調査」(国土交通省)

瀬戸大橋の開通で
四国の物流・人流拠点が形成！

瀬戸大橋が昭和６３年に開通して以降、瀬戸大橋
近傍に物流拠点施設が集積

香川県内の企業立地も促進され、香川県の有効
求人倍率は全国トップクラス

自動車貨物輸送量も約２．４倍になり経済を下支え

JR瀬戸大橋線始発駅である宇多津駅周辺では、
交通結節点として開発が進み、宇多津町の人口は
約１．６倍に増加

JR宇多津駅

瀬戸大橋開通後の物流施設立地状況

開発が進むJR宇多津駅周辺の状況

瀬戸大橋
開通

瀬戸大橋
工事着手

瀬戸大橋
事業着手

瀬戸大橋事業を
契機に高い有効求人
倍率をキープ!!

19千人
約1.6倍

宇多津町の人口の推移
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